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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル  ６次産業化への取組み       ＪＡ名 ＪＡたむら（福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 当管内は一部東京電力第一原発から２０キロ圏内に位置し、未だに農産物等へ

の風評被害から脱しきれない状況であります。そのような中、平成２３年１１月

に発足いたしました６次化実践塾のその後の活動について報告いたします。 

 

２ 概要  平成２４年度は、福島大学の支援を得て地元の特産品であるピーマンとトマト

を利用した商品化を模索し、マーケティングの研究を行ないました。 

 また、長野県（おやき）や東京において開催された全国の６次化商品の視察研

修を行ないました。 

 

３ 成果 

（効果） 

 平成２４年度は、地元の特産品であるピーマンとトマトを利用して、実際に商

品の開発を行いました。具体的にはピーマンの粉末を練りこんだ生地で作るピザ

と、トマトの粉末を練りこんだうどんの試作品を、ＪＡまつりにおいて来場者に

試食いただき好評を得ました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成２５年度は更に改良を図り、ＪＡ直売所（ふぁせるたむら）において販売

する予定となっています。 

 今後、当初の目的である地元の｢農・商・工のコアコンピタンスの結集｣と｢地域

の活性化｣を図り、必要であれば、新たな資金ニーズへの対応へとつなげてまいり

ます。 

 

  

 

 


